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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
年
一
年
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
福
島
県
に
お
い
て
固
定
開

催
と
な
り
ま
し
た
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
男
子
サ
ッ
カ
ー
競
技
」
が
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
全
国
52

チ
ー
ム
の
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
、
多
く
の
観
客
の
皆
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
大
会
を
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
国
よ
り
参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
様
が
“
サ
ッ

　

広
野
町
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
を
念
頭
に
、
昨
年
秋
、
自
然
豊
か
な
里
山
の
あ
る

情
景
か
ら
生
ま
れ
た
童
謡
「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」、
そ
の

舞
台
と
な
っ
た
ま
ち
の
米
農
家
が
豊
か
な
土
壌
と
清
ら
か

な
水
で
丹
精
込
め
て
育
て
た
特
別
栽
培
米
を
「
と
ん
ぼ
の

め
が
ね
米
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
広
野
産
特
別
栽
培
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

活
用
し
て
全
国
に
“
東
北
に
春
を
告
げ
る
ま
ち
広
野
”
を

Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
５
月
に
は
「
第
36
回
巨
木

を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
島
・
広
野
大
会
」
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、
東
日
本
大

震
災
を
乗
り
越
え
た
経
験
と
と
も
に
、
森
林
の
大
切
さ
や

美
し
い
里
山
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
自
然
環
境
保
全

の
た
め
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
野
町
は
、
平
成
23
年
９
月
30
日
に
緊
急
時
避
難
準
備

区
域
が
解
除
さ
れ
、
こ
の
日
か
ら
町
民
一
人
ひ
と
り
が
納

得
し
て
帰
還
す
る
「
幸
せ
な
帰
町
」
を
捉
え
、
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
、
商
業
施
設
の
整
備
、
医
療
福
祉
施
設
の
整
備
、

教
育
環
境
の
体
制
整
備
等
、
生
活
環
境
を
一
つ
ひ
と
つ
整

え
、町
民
の
生
活
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、

広野町長

遠 藤 　 智

ふ
る
里
復
興

ふ
る
里
復
興･･

創
生
創
生

「
漸
進
の
年
」

「
漸
進
の
年
」

ぜ

ん

し

ん
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カ
ー
の
聖
地
”
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
躍
動
す
る
姿
か
ら
勇
気

と
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
野
町
に
は
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ

デ
ミ
ー
福
島
や
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
プ
ロ
選
手
を
目
指
し
て
活
動

す
る
生
徒
が
夢
に
向
か
っ
て
日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
開
催
は
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
と
っ

て
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
き
ま
し
て
は
、
８
月
の
「
広

野
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
」、
９
月
の
「
ふ

た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
４
in
ひ
ろ
の
」、
10
月
の
「
第
27

回
ひ
ろ
の
童う

た謡
ま
つ
り
」、「
広
野
ス
タ
イ
ル
２
０
２
４
」、

11
月
の
「
ひ
ろ
の
秋
祭
り
」
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
、
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

双
葉
郡
８
町
村
を
回
り
、
平
成
25
年
以
来
、
約
11
年
ぶ
り

に
広
野
町
の
二
ツ
沼
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
た
ば

ワ
ー
ル
ド
」
は
、
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
し
た
住

民
の
絆
を
繋
ぐ
と
と
も
に
、
新
た
に
移
住
さ
れ
た
方
々
や

双
葉
地
域
に
思
い
を
寄
せ
る
方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、

双
葉
地
方
の
更
な
る
振
興
が
図
ら
れ
ま
し
た
。「
ひ
ろ
の

童う

た謡
ま
つ
り
」
で
は
、平
成
30
年
の
「
童
謡
の
ま
ち
」
宣
言
、

令
和
４
年
の
兵
庫
県
た
つ
の
市
と
の
「
日
本
一
の
童
謡
の

里
づ
く
り
の
ま
ち
」
共
同
声
明
、
令
和
５
年
の
「
ひ
ろ
の

童
謡
の
日
」
記
念
日
登
録
を
経
て
、
27
回
目
を
迎
え
た
音

楽
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
人
が
築
き
上
げ
た

歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
継
承
し
、
童
謡
が
生
ま
れ
た
美
し

い
里
山
、
田
園
を
渡
る
風
、
清
ら
か
な
水
を
未
来
に
繋
ぐ

と
と
も
に
、
更
な
る
“
童
謡
の
継
承
”
と
“
新
た
な
童
謡

の
発
信
”
に
、よ
り
一
層
の
振
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
３
年
１
月
に
は
町
民
帰
還
率
９
割
を
成
し
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
被
災
地
復
興
の
展
望
に
向
け
、
令
和
５

年
９
月
30
日
に
制
定
さ
れ
た
「
広
野
町
復
興
創
生
の
日
」

を
念
頭
に
、
復
旧
か
ら
再
生
、
第
２
期
復
興
創
生
期
間
を

刻
み
、
復
興
・
創
生
へ
と
希
望
に
満
ち
た
未
来
社
会
の
創

造
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
、
広
野
町
は
町
制
施
行
85
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ふ

る
里
広
野
町
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
に
対
す
る
誇
り
を
胸

に
、
本
年
を
“
ふ
る
里
復
興
・
創
生
「
漸ぜ

ん
し
ん進

の
年
」”
と

位
置
付
け
、
ふ
る
里
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
を
継
承
し
な

が
ら
、
医
療
福
祉
、
教
育
の
充
実
、
地
域
経
済
の
更
な
る

発
展
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
と
連
動
し
た
復
興
人
材

の
育
成
、
原
子
力
事
故
か
ら
の
新
た
な
時
代
の
防
災
に
強

い
“
安
心
・
安
全
な
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
”
に
向
け
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
新
た
な
未
来
創
造
を
展
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

広
野
町
の
復
興
・
再
生
は
、
国
内
、
国
際
社
会
よ
り
多

く
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、
着
実
に
復
興
の

歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
第
２
期
復
興

創
生
期
間
を
歩
み
、
福
島
の
復
興
に
向
け
て
、
国
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
強
固
な
結
束
、相
互
連
携
を
図
り
、

こ
れ
ま
で
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
へ
感
謝
の
念
を
持

ち
、
福
島
復
興
を
成
し
遂
げ
る
決
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
と
共
に
明
る
い
夢
と
希
望
に
満
ち
た
幸

せ
な
年
と
な
る
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　令和６年第４回広野町議会定例会が12月12日か
ら13日までの会期で開催されました。一般質問を
経て議案審議がなされ、すべての議案が原案どおり
可決されました。
　会期初日には、遠藤町長が第３回定例会（９月開
催）以降の町政経過報告を行いました。町民のみな
さんにお伝えしたいことがたくさん盛り込まれてい
ますので、主な内容の抜粋を掲載します。

“日本一元気な町づくり”“日本一元気な町づくり”
� ふる里復興・創生「� ふる里復興・創生「漸漸

ぜ ん し んぜ ん し ん

進進の年」の年」
―いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町――いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町―

町長一般経過報告町長一般経過報告第４回広野町議会定例会

遠藤町長

議
会
事
務
局

10
月
28
日
、
岩
手
県
葛
巻
町
議

会
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
が

行
政
視
察
研
修
の
た
め
、
広
野
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
研
修
は
、
令
和

５
年
５
月
25
日
に
締
結
し
た
岩

手
県
葛
巻
町
と
広
野
町
に
お
け

る
「
特
産
品
振
興
・
観
光
交
流
に

関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
広
野

町
に
お
け
る
取
り
組
み
や
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
を
拠
点
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

交
流
の
推
進
、
地
域
特
産
品
の
開

発
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
事
業

等
に
つ
い
て
、
現
地
視
察
を
行
い

な
が
ら
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

葛
巻
町
か
ら
は
鈴
木
町
長
、
鈴
木

議
長
、
辰
柳
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任

委
員
長
、
議
会
議
員
８
人
、
事
務

局
２
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

総
　
務
　
課

９
月
21
日
、
行
政
区
長
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
に

お
け
る
広
野
町
の
重
点
事
業
進
捗

状
況
と
要
望
、
質
問
へ
の
対
応
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
区
長
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
貴
重
な
ご
意
見
を
施
策
に
反
映

し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

９
月
30
日
、
被
災
地
復
興
の
展

望
に
向
け
て
、“
広
野
町
復
興
創

生
の
日
”
記
念
式
典
を
、
森
ま
さ

こ
参
議
院
議
員
、
復
興
庁
福
島
復

興
局
長
、
福
島
県
相
双
地
方
振
興

局
長
、
広
野
町
議
会
議
長
並
び
に

議
会
議
員
、
行
政
区
長
、
町
民
の

方
な
ど
約
80
人
参
加
の
下
、
広
野

町
公
民
館
大
会
議
室
で
挙
行
し
ま

し
た
。
式
典
に
お
い
て
、「
福
島

の
復
興
と
廃
炉
の
展
望
」と
題
し
、

早
稲
田
大
学　

国
際
学
術
院
・
大

学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
教
授　

松
岡
俊
二
様
か
ら
基
調
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
15
日
告
示
、
10
月
27
日
投

票
の
日
程
で
第
50
回
衆
議
院
総
選

挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
投
票

率
向
上
に
向
け
、
防
災
行
政
無
線

及
び
広
報
車
に
よ
る
定
期
的
な
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
投
票
率

は
、
衆
議
院
総
選
挙
小
選
挙
区
で

56
・
85
％
、
比
例
区
で
56
・
83
％
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
で

56
・
70
％
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
19
日
、
行
政
区
長
に
よ
る

中
間
貯
蔵
施
設
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
行
政
区
長

か
ら
土
壌
貯
蔵
方
法
や
再
資
源
化

な
ど
へ
の
質
問
が
あ
り
、
現
地
視

察
を
通
じ
て
、
中
間
貯
蔵
施
設
及

び
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

10
月
27
日
、
生
活
環
境
の
美
化

と
保
全
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
を
目
的
と
し
た
行
政
区
ク
リ
ー

ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
町
内
各
地
の
環
境
美
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

10
月
31
日
、
広
野
町
行
政
機
構

改
革
検
討
委
員
会
委
員
長
の
副
町

葛巻町議会行政視察研修

広野町復興創生の日
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長
よ
り
町
長
へ
提
言
書
の
手
交
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、

課
長
補
佐
相
当
職
職
員
を
中
心
と

し
た
17
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
効
率
的
な
行
政
執
行
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
計
６
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、
提
言
書
の

と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

復
興
企
画
課

９
月
14
日
、「
ふ
た
ば
ワ
ー
ル

ド
２
０
２
４
in
ひ
ろ
の
」
が
二
ツ

沼
総
合
公
園
内
の
特
設
会
場
に
お

い
て
、
土
屋
品
子
復
興
大
臣
は
じ

め
、
国
・
県
等
、
多
く
の
来
賓
者

を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
小
雨
模
様
で
し
た
が
、

地
元
団
体
の
迫
力
あ
る
芸
能
披
露

や
歌
手
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
の

ス
テ
ー
ジ
、
ふ
た
ば
の
大
鍋
の
振

る
舞
い
が
あ
り
、
参
加
町
村
の
地

元
産
野
菜
や
特
産
品
の
販
売
、
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
が
出
店
さ
れ
、
約
４
，

５
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し

た
。10

月
４
日
、
広
野
夢
大
使
で
あ

る
平
井
元
喜
様
が
表
敬
訪
問
さ

れ
、
祖
父
で
あ
る
平
井
康
三
郎
氏

が
作
曲
し
、
額
賀
誠
志
氏
が
作
詞

し
た
童
謡
「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」

の
生
誕
の
地
で
あ
る
箒
平
地
区
を

視
察
し
ま
し
た
。
平
井
様
は
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
世
界
中
で
活
躍
し

て
お
り
、
こ
の
度
の
訪
問
に
先

立
っ
て
イ
ギ
リ
ス
ロ
ン
ド
ン
で
開

催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

の
売
り
上
げ
の
一
部
を
浄
財
と
し

て
ご
寄
付
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
ど
も
園
に
も
立
ち
寄
り
、

自
ら
電
子
ピ
ア
ノ
を
お
弾
き
下
さ

り
、
園
児
と
一
緒
に
「
と
ん
ぼ
の

め
が
ね
」
を
歌
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
12
日
、
第
27
回
ひ
ろ
の
童

謡
ま
つ
り
音
楽
祭
が
、
童
謡
夢
大

使　

眞
理
ヨ
シ
子
様
ほ
か
、
日
本

童
謡
協
会
所
属
の
歌
手
の
皆
様
、

広
野
こ
ど
も
園
の
園
児
、
広
野

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
ふ

た
ば
未
来
学
園
、
合
唱
団
「
め
じ

ろ
た
ち
」、
今
回
が
初
め
て
の
参

加
と
な
る
福
島
県
庁
混
声
合
唱
団

「
き
び
た
き
」
を
加
え
た
出
演
者
、

兵
庫
県
た
つ
の
市
か
ら
は
教
育
長

様
、
議
会
議
長
様
ら
を
ご
招
待
申

し
上
げ
、
約
６
０
０
人
の
来
場
者

の
皆
様
の
も
と
に
開
催
し
ま
し

た
。
音
楽
祭
で
は
、
た
つ
の
市
と

広
野
町
か
ら
生
ま
れ
た
童
謡
を
歌

い
継
ぐ
と
と
も
に
、
童
謡
文
化
の

継
承
を
図
り
、
童
謡
に
よ
る
町
づ

く
り
を
よ
り
一
層
推
進
さ
せ
る
べ

く
取
り
組
み
ま
し
た
。

10
月
13
日
、
秋
季
広
野
町
長
杯

パ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１

５
０
人
の
参
加
者
の
下
、
日
頃
の

プ
レ
ー
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
下
、
参
加
者
は
ベ

ス
ト
ス
コ
ア
を
目
指
し
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
難
コ
ー
ス

に
お
い
て
も
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
複
数
記
録
す
る
等
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

10
月
26
日
、
広
野
ス
タ
イ
ル
２

０
２
４
を
開
催
し
、
会
場
の
二
ツ

沼
総
合
公
園
に
は
Ｆ
Ｍ
Ｘ
（
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
モ
ト
ク
ロ
ス
）
の

迫
力
あ
る
シ
ョ
ー
を
見
る
た
め
約

１
，
５
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
型
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

物
販
ブ
ー
ス
が
立
ち
並
び
、
多
く

の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

11
月
６
日
、
伊
藤
忠
彦
復
興
大

臣
、
輿
水
恵
一
復
興
副
大
臣
が
来

訪
さ
れ
、
こ
の
機
を
捉
え
、
大
臣
、

副
大
臣
に
対
し
、
町
と
議
会
の
合

同
要
望
書
を
渡
邉
議
長
と
共
に
手

交
し
ま
し
た
。
大
臣
並
び
に
副
大

臣
と
は
、
就
任
の
挨
拶
の
あ
と
今

後
の
復
興
事
業
の
方
向
性
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
期
復
興
創
生
期
間
が
来
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
第
二
期

以
降
の
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
庁
舎

１
階
に
お
い
て
、
集
ま
っ
た
職
員

ら
に
向
け
、
大
臣
よ
り
復
興
事
業

へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
激
励
の
お
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
第
30
回
廃
炉
・
汚

染
水
・
処
理
水
対
策
福
島
評
議
会

が
い
わ
き
市
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
岩
田
和
親
経
済
産
業

副
大
臣
が
議
長
と
し
て
参
加
す
る

と
こ
ろ
、
国
会
出
席
の
必
要
性
か

ら
辻
本
圭
助
経
産
省
福
島
復
興
推

進
グ
ル
ー
プ
長
を
議
長
代
理
と
し

て
、
15
市
町
村
長
、
県
漁
業
組
合

連
合
会
、
県
商
工
会
連
合
会
、
原

子
力
災
害
対
策
本
部　

廃
炉
・
汚

染
水
・
処
理
水
対
策
チ
ー
ム
、
原

子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機

構
、
復
興
庁
な
ど
の
関
係
機
関
、

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
廃
炉
推
進
カ
ン
パ
ニ
ー
、

福
島
復
興
本
社
の
事
業
者
、
総
勢

50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
広
野
町

は
、
適
正
な
原
子
力
事
故
収
束
を

図
る
た
め
ミ
ス
を
起
こ
さ
な
い
組

織
運
営
、
将
来
人
材
の
育
成
を
念

頭
に
お
い
た
体
制
づ
く
り
を
求
め

ま
し
た
。

11
月
18
日
、
い
わ
き
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
」
が
活
躍

し
て
い
る
Ｊ
２
リ
ー
グ
シ
ー
ズ
ン

終
了
に
伴
い
、
大
倉
智
代
表
、
田

村
雄
三
監
督
、
所
属
選
手
及
び
ス

タ
ッ
フ
ら
総
勢
33
人
が
、
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
へ
今
シ
ー
ズ
ン
の
結
果
報

告
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
広
野
町

か
ら
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を
祈

念
し
広
野
産
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
米

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ふたばワールド2024

伊藤忠彦復興大臣へ要望書手交
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12
月
６
日
、
大
串
正
樹
経
産
副

大
臣
兼
原
子
力
災
害
現
地
対
策
本

部
長
が
、
就
任
あ
い
さ
つ
の
た
め

来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
期
復
興

創
生
期
間
後
の
支
援
体
制
、
ア
ル

プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
、
燃
料

デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
な
ど
確
実
な

廃
炉
と
住
民
理
解
の
醸
成
、自
立
・

帰
還
支
援
企
業
立
地
補
助
金
の
継

続
に
つ
い
て
、
町
と
議
会
の
合
同

要
望
書
を
渡
邉
議
長
と
共
に
手
交

し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
課

10
月
８
日
、「
広
野
町
戦
没
者

追
悼
式
」
を
挙
行
し
、
ご
遺
族
並

び
に
ご
来
賓
参
列
の
下
、
戦
没
者

の
ご
冥
福
を
祈
念
す
る
と
と
も
に

恒
久
平
和
を
お
誓
い
い
た
し
ま
し

た
。

11
月
２
日
、「
ひ
ろ
の
秋
ま
つ

り
」
の
一
環
と
し
て
、
広
野
町
中

央
体
育
館
に
お
い
て
、「
健
康
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
広
野

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
よ

る
減
塩
の
啓
発
や
、
ふ
く
し
ま
心

の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ア
ル

コ
ー
ル
に
関
す
る
啓
発
、
血
圧
測

定
や
体
組
成
測
定
結
果
な
ど
を
使

用
し
、
生
活
習
慣
改
善
に
関
す
る

健
康
相
談
を
実
施
し
た
ほ
か
、
放

射
線
健
康
対
策
事
業
と
し
て
原
子

力
安
全
研
究
協
会
の
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
積
載
の
大
型
バ
ス

に
よ
る
内
部
被
ば
く
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
生
活
習
慣
病
と
ど
の

よ
う
に
向
き
合
う
か
」
を
演
題
と

し
た
「
医
療
法
人
社
団
養
高
会　

高
野
病
院
理
事
長　

小
澤
典
行

様
」
に
よ
る
健
康
講
演
会
を
開
催

し
、
約
30
人
の
参
加
者
が
、
町
の

健
康
課
題
に
合
わ
せ
た
講
話
を
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
家
庭
課

10
月
５
日
、
広
野
こ
ど
も
園
の

運
動
会
を
広
野
町
中
央
体
育
館
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
体
育
館
内
は
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
こ
ど
も
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

が
、
広
野
駅
前
通
り
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、こ
ど
も
園
児
、

広
野
町
消
防
団
を
は
じ
め
富
岡
消

防
署
楢
葉
分
署
、
双
葉
警
察
署
の

皆
さ
ん
も
参
加
し
、
園
児
た
ち
は

手
に
持
っ
た
拍
子
木
を
鳴
ら
し
な

が
ら
、
地
域
住
民
へ
火
の
用
心
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

11
月
15
日
、
学
校
法
人
昌
平
黌

い
わ
き
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
と

広
野
こ
ど
も
園
と
の
連
携
協
力
協

定
に
基
づ
き
、
大
学
講
師
と
ゼ
ミ

生
に
よ
る
園
児
の
運
動
能
力
測
定

を
実
施
し
ま
し
た
。
測
定
結
果
を

基
に
園
児
た
ち
の
運
動
能
力
の
現

状
を
把
握
し
、
今
後
の
運
動
や
遊

び
に
つ
い
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

11
月
28
日
、
児
童
館
に
お
い
て

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
地
震
災
害
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
た
め
、
地
震
体
験
車
を

活
用
し
地
震
の
揺
れ
を
疑
似
体
験

し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
映
像
な
ど
で
見
て
き
た
地
震

の
様
子
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

で
、
身
近
な
こ
と
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

12
月
７
日
、
広
野
こ
ど
も
園
の

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
保
護

者
の
皆
様
に
は
多
数
ご
来
園
い
た

だ
き
、
園
児
た
ち
は
踊
り
や
劇
な

ど
日
々
の
練
習
の
成
果
を
元
気
よ

く
披
露
し
ま
し
た
。

環
境
防
災
課

９
月
19
日
、
午
前
０
時
に
、
広

野
町
は
「
交
通
事
故
死
亡
者
ゼ
ロ

２
０
０
０
日
」
を
達
成
し
、
同
月

24
日
に
関
根
昌
典
福
島
県
相
双
地

方
振
興
局
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
復
興
に
向
か
う
中

で
、
あ
ら
た
め
て
交
通
安
全
を
期

し
て
い
く
た
め
、
平
成
26
年
７
月

17
日
に
「
交
通
事
故
死
亡
者
ゼ
ロ

３
０
０
０
日
」
を
達
成
し
た
際
に

夕
筋
地
区
に
設
置
し
た
交
通
啓
発

看
板
を
、
11
月
13
日
に
桜
田
地
区

の
国
道
６
号
線
付
近
に
移
設
・
新

築
し
ま
し
た
。

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
に
か

け
、
役
場
前
交
差
点
に
お
い
て
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
取
り

組
み
と
し
て
、
国
道
６
号
を
通
行

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
と
通
学
時
の
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
特
別
職
及
び

管
理
職
に
よ
る
立
哨
活
動
を
行

い
、
９
月
24
日
と
30
日
に
は
職
員

総
出
で
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
、
交
通
事
故
防
止
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

９
月
22
日
、
広
野
町
中
央
体
育

館
に
お
い
て
、
森
ま
さ
こ
参
議
院

議
員
を
始
め
、
多
く
の
来
賓
の
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
、
令
和
６
年
広

野
町
消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
秋
季

検
閲
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
消
防

団
の
厳
格
な
規
律
や
団
結
力
を
高

め
、
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る

こ
と
を
念
頭
に
、
広
野
町
消
防

団
、
婦
人
消
防
隊
、
株
式
会
社
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
広
野
火
力
発
電
所
自
衛
消

防
隊
、
総
勢
49
人
の
参
加
の
も
と

行
い
ま
し
た
。

10
月
21
日
、「
災
害
時
に
お
け

る
消
防
活
動
支
援
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
く
合
同
訓
練
を
Ｊ
Ｆ

Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
柊
寮
に
お
い

て
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
協
定
は
、

令
和
元
年
９
月
に
広
野
町
、
双
葉

地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
野
火

力
発
電
所
の
三
者
に
よ
り
締
結
さ

れ
た
も
の
で
、
広
野
町
内
等
に
お

い
て
、
風
水
害
、
地
震
等
の
災
害

広野町戦没者追悼式

広野こども園運動会
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が
発
生
し
た
場
合
、
又
は
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
広
野
町
及

び
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
広
野
火
力
発

電
所
が
保
有
す
る
人
員
及
び
消
防

車
両
を
提
供
し
、
消
火
及
び
避
難

誘
導
な
ど
の
消
防
活
動
を
支
援
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
三
者
合
同

に
よ
る
訓
練
は
今
回
が
初
め
て
と

な
り
、
当
日
は
大
規
模
な
地
震
に

よ
り
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
の

学
生
寮
で
火
災
が
発
生
し
た
想
定

の
も
と
、
総
勢
40
人
が
参
加
し
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
指
揮
系
統

の
連
携
訓
練
並
び
に
放
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

10
月
23
日
、広
野
町
と
学
校
法

人
沼
津
学
園
は
、杉
山
盛
雄
理
事

長
出
席
の
下
、包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。同
学
園
の
桐
陽

高
校
と
飛
龍
高
校
の
生
徒
は
震
災

以
降
、河
津
桜
の
植
樹
な
ど
、計
16

回
本
町
を
訪
ね
、町
民
と
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。両
者
の
友

好
的
な
交
流
を
更
に
進
め
る
こ
と

で
、防
災
教
育
を
基
軸
と
し
た
相

互
連
携
と
地
域
間
交
流
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、包
括
的
な
連
携

の
下
、災
害
、教
育
、文
化
、地
域
づ

く
り
等
の
分
野
で
相
互
に
協
力

し
、地
域
の
発
展
及
び
人
材
の
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
協
定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

砂
災
害
へ
の
警
戒
を
想
定
し
て
町

内
全
域
を
対
象
と
し
、
住
民
、
企

業
、
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
、
関

係
機
関
な
ど
１
４
０
人
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
避
難
者
誘
導
訓

練
、
駅
東
側
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
及
び

ホ
テ
ル
で
の
垂
直
避
難
訓
練
、
無

人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

情
報
収
集
訓
練
、炊
き
出
し
訓
練
、

福
島
県
危
機
管
理
課
に
よ
る
Ａ
Ｒ

体
験
な
ど
19
種
目
の
訓
練
を
実
施

し
、
防
災
関
係
機
関
相
互
の
連
携

強
化
と
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

11
月
16
日
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
ご
み
の
減
量

化
・
再
資
源
化
を
目
的
に
家
庭
で

不
要
に
な
っ
た
小
型
家
電
や
白
物

家
電
、
古
着
の
イ
ベ
ン
ト
回
収
を

行
い
ま
し
た
。
役
場
駐
車
場
に
特

設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
使
用
済
み

小
型
家
電
や
白
物
家
電
１
，
４
８

０
㎏
と
古
着
４
６
０
㎏
を
回
収
し

ま
し
た
。

11
月
24
日
、
ひ
ろ
の
防
災
緑
地

に
お
い
て
、
広
野
町
消
防
団
に
よ

る
山
林
火
災
を
想
定
し
た
「
つ
な

ぎ
放
水
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
消
防
団
員
50
人
、
消
防

車
両
13
台
の
参
加
の
も
と
、
自
然

水
利
を
活
用
し
た
延
長
距
離
１
，

６
０
０
ｍ
に
及
ぶ
中
継
送
水
訓
練

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
併
せ
て
無

人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

火
災
現
場
の
情
報
収
集
訓
練
も
実

施
し
ま
し
た
。
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
、
町
民
の
安
寧

な
生
活
の
営
み
に
向
け
、
消
防
団

員
が
厳
正
な
規
律
・
志
気
及
び
迅

速
な
行
動
・
動
作
で
基
本
に
忠
実

な
操
作
に
よ
り
、
機
械
器
具
へ
の

精
通
を
深
め
ま
し
た
。

産
業
振
興
課

９
月
11
日
、
福
島
県
に
お
い
て

町
内
全
域
よ
り
３
点
を
抽
出
し
検

査
し
た
令
和
６
年
産
米
の
放
射
性

物
質
検
査
結
果
が
公
表
さ
れ
、
す

べ
て
測
定
基
準
値
以
下
と
な
り
、

広
野
産
米
の
安
心
・
安
全
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。

９
月
28
日
、
福
井
県
大
野
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
35
回
巨
木

を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
福

井
・
大
野
大
会
に
参
加
し
、
大
会

旗
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
日
本
大
震
災

を
乗
り
越
え
た
経
験
と
と
も
に
、

森
林
の
大
切
さ
や
美
し
い
里
山
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
自
然
環

境
保
全
の
た
め
の
普
及
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。来
年
５
月
の
開
催
に
向
け
て
、

11
月
28
日
に
第
１
回
実
行
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

学校法人沼津学園との包括連携協定締結式

10
月
29
日
、
広
野
町
安
心
・
安

全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催

し
、
交
通
事
故
防
止
対
策
、
地
震
・

津
波
避
難
訓
練
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
つ
い
て
会
員
企
業
に

協
力
を
求
め
ま
し
た
。
９
月
18

日
、
10
月
29
日
、
11
月
27
日
、
広

野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
立
哨
活
動
を
国
道
６
号
役
場

前
交
差
点
等
で
実
施
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
へ
の
注
意
喚
起

を
促
し
ま
し
た
。

11
月
10
日
、
築
地
ヶ
丘
公
園
、

折
木
地
区
集
会
所
及
び
中
央
体
育

館
に
お
い
て
、
震
災
後
10
回
目
と

な
る
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
は
津
波
浸
水

想
定
区
域
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

余
震
等
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
土

巨木を語ろう全国フォーラム大会旗引継式

11
月
２
日
、
広
野
町
公
民
館
駐

車
場
に
お
い
て
、
秋
の
風
物
詩
と

な
る
「
ひ
ろ
の
秋
祭
り
」
の
一
環

と
し
て
、
農
業
団
体
、
商
業
団
体

な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
収
穫
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。
飲
食
物
の
販
売

や
地
元
野
菜
の
無
料
配
布
な
ど
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
１
，
０
０

０
人
の
皆
さ
ま
に
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。

11
月
15
日
、二
ツ
沼
総
合
公
園

に
て
、岩
手
県
葛
巻
町
と
広
野
町

の
特
産
品
振
興
・
観
光
交
流
に
関

す
る
協
定
に
基
づ
き
、広
野
町
の

観
光
資
源
を
活
用
し
、葛
巻
町
民

と
広
野
町
民
の
住
民
相
互
の
友
好

交
流
を
図
る
た
め
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
、葛
巻
町
・
広
野
町
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
会
員
45
人
が
参
加
し
、

男
女
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で
コ
ー
ス
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を
回
り
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
し

て
相
互
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

11
月
19
日
、
広
野
町
役
場
前
に

お
い
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
納
税
者
に
対
す
る
返
礼
品
と
し

て
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
『
と

ん
ぼ
の
め
が
ね
米
』
の
発
送
式
を

執
り
行
い
、
寄
附
金
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
た
全
国
９
人
の
納
税
者
の

皆
さ
ま
に
向
け
て
第
一
便
を
発
送

し
ま
し
た
。
12
月
４
日
現
在
、全
国

９
都
道
府
県
か
ら
20
件
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
お
り
、
納
税
者

の
方
に
向
け
て
発
送
い
た
し
ま
す
。

11
月
19
日
、
中
央
台
み
か
ん
の

丘
に
お
い
て
、
広
野
こ
ど
も
園
児

55
人
、
12
月
３
日
、
広
野
町
児
童

館
の
児
童
22
人
が
参
加
し
、「
み

か
ん
狩
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

冬
で
も
温
暖
な
本
町
の
気
候
か
ら

採
れ
る
み
か
ん
を
子
ど
も
達
は
ふ

る
さ
と
の
味
と
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。今

年
は
昨
年
と
比
較
し
不
作
と

な
っ
た
た
め
、
町
民
の
「
み
か
ん

狩
り
」
は
中
止
と
し
ま
し
た
。

12
月
６
日
、
７
日
、
山
梨
県
北

杜
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第

26
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
国
際
大
会
in
北
杜
」
を
、

副
町
長
と
広
野
町
認
定
農
業
者
協

議
会
会
員
６
人
が
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
当
該
大
会
は
、
令
和
８
年

度
は
中
通
り
地
方
、
令
和
９
年
度

は
会
津
地
方
、
令
和
10
年
度
は
双

葉
地
方
に
お
い
て
開
催
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
の
視
察
は
、

地
元
開
催
に
向
け
て
会
場
の
雰
囲

気
や
、
良
質
の
米
を
生
産
す
る
た

め
の
技
術
習
得
の
必
要
性
な
ど
を

確
認
で
き
、
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

建
　
設
　
課

町
道
北
釜
・
大
谷
地
原
線
道
路

改
良
舗
装
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
施
工
延
長
約
１
６
０
ｍ
区
間

の
両
側
側
溝
の
布
設
が
11
月
14
日

に
完
了
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
路

盤
と
舗
装
の
施
工
及
び
道
路
付
属

物
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

町
道
田
戸
作
線
道
路
舗
装
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
９

月
26
日
に
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
、
延
長
約
６
０
５
ｍ
の
舗
装
工

事
の
た
め
、
準
備
工
と
し
て
下
層

路
盤
の
敷
き
均
し
を
進
め
て
い
ま

す
。中

央
台
１
号
線
道
路
改
良
舗
装

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
延
長
１

２
７
・
２
ｍ
区
間
の
道
路
改
良
舗

装
工
事
を
進
め
て
お
り
、
工
期
に

つ
い
て
は
、
２
月
14
日
完
了
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は

上
層
路
盤
を
施
工
し
て
お
り
、
引

き
続
き
表
層
工
及
び
防
護
柵
等
の

設
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
課

10
月
26
日
、
広
野
小
学
校
に
お

い
て
学
習
発
表
会
を
実
施
し
ま
し

た
。「
発
表
会　

協
力
し
合
え
ば　

何
で
も
で
き
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
昇
龍
太
鼓
の
演
奏
、
各
学
年

の
発
表
、全
校
合
唱
に
取
り
組
み
、

練
習
し
た
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

表
し
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
第
27
回
広
蛍
祭
を

広
野
中
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ　

輝
く
舞
台
へ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
生
徒
た
ち
は
、

総
合
学
習
の
発
表
、
合
唱
発
表
、

昇
龍
太
鼓
、
全
生
徒
で
披
露
す
る

広
中
ソ
ー
ラ
ン
に
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

小
学
校
５
年
生
、
６
年
生
の
54

人
は
、
11
月
13
日
か
ら
14
日
、
中

学
校
１
年
生
、
２
年
生
の
69
人

は
、
12
月
11
日
か
ら
12
日
に
、
異

文
化
交
流
体
験
事
業
と
し
て
、
天

栄
村
に
あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ

ル
ズ
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
文
化

と
英
語
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し

た
。
英
語
の
み
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

や
日
常
英
会
話
な
ど
を
通
じ
て
、

「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
い
ら
な
い
英
国

生
活
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

と
」
を
題
材
に
し
た
「
探
究
的
な

学
び
」
で
あ
り
、
広
野
小
学
校
６

年
生
は
、「
未
来
の
広
野
町
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
調
べ
学
習
を
実
施

し
、
広
野
中
学
校
１
年
生
は
、「
ふ

る
さ
と
の
魅
力
を
知
る
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
情
報
を
題
材
と
し
た
か

る
た
作
り
を
行
い
、
広
野
中
学
校

２
年
生
は
、「
ふ
る
さ
と
の
魅
力

を
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
実
際
に

職
場
体
験
を
実
施
し
、
広
野
町
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
か
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
広
野
中
学
校
３
年
生
は
、「
ふ

る
さ
と
を
創
る
」
を
テ
ー
マ
に
地

域
を
豊
か
に
す
る
方
法
に
つ
い
て

調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
取
り
組

み
に
お
い
て
学
ん
だ
こ
と
や
考
え

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課

９
月
15
日
、
第
18
回
市
町
村
対

抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
が
、
福

島
市
信
夫
ケ
丘
球
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
塙
町
と
対
戦
し
、
２
対

３
で
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
28
日
、
ふ
る
さ
と
創
生
大

学
に
お
い
て
、「
筋
ジ
ス
治
療
薬

の
開
発
と
宇
宙
実
験
」
と
題
し

て
、
東
京
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総

ふるさと納税返礼品
『とんぼのめがね米』発送式

ブリティッシュヒルズ異文化交流体験

11
月
30
日
、
ふ
る
さ
と
創
造
学

サ
ミ
ッ
ト
が
ふ
た
ば
未
来
学
園
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ふ

る
さ
と
創
造
学
」
は
、
双
葉
郡
８

つ
の
町
村
が
と
も
に
取
り
組
む
、

地
域
の
「
ひ
と
」「
も
の
」「
こ
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合
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
裏
出
良

博
先
生
に
よ
る
講
義
を
実
施
し
ま

し
た
。
12
人
が
受
講
し
、
難
病
治

療
の
先
進
情
報
と
医
薬
品
開
発
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

10
月
５
日
、
第
11
回
市
町
村
対

抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
相
馬
市
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
川
町

と
対
戦
し
、
２
対
９
で
初
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
。

10
月
６
日
、
集
団
対
抗
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
を
二
ツ
沼
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
お
い
て
、
各
行
政
区
長

の
ご
協
力
の
も
と
86
人
の
参
加
に

よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
結
果

は
、第
２
集
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

10
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、

ふ
る
さ
と
創
生
大
学
に
お
い
て
、

「
森
の
と
も
だ
ち
」
と
題
し
て
、

広
野
夢
大
使
で
あ
る
宮
城
大
学
教

授
小
沢
晴
司
先
生
に
よ
る
講
義
を

実
施
し
ま
し
た
。30
人
が
受
講
し
、

生
物
の
多
様
性
や
環
境
保
全
に
つ

い
て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
翌
日

に
は
五
社
山
遊
歩
道
に
お
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま

し
た
。

11
月
２
日
、３
日
の
２
日
間
、ひ

ろ
の
秋
祭
り「
文
化
展
」を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
園
・
児
童

館
・
広
野
小
中
学
校
・
ふ
た
ば
未
来

学
園
の
児
童
生
徒
の
作
品
を
始

め
、各
種
団
体
か
ら
多
く
の
作
品

が
出
品
さ
れ
、来
場
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、広
野
町
文
化
協
会
へ
加
盟

し
て
い
る
団
体
に
よ
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、呈
茶
や
折
り

集団対抗パークゴルフ大会

ひろの秋祭り「文化展」

紙
・
切
り
絵
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ

ラ
ワ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

11
月
３
日
、
第
27
回
広
野
町
生

涯
学
習
発
表
会
を
中
央
体
育
館
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
文
化
展

と
同
時
開
催
し
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
う
な
か
、
出
演
し
た
８
団

体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

い
た
し
ま
し
た
。

11
月
９
日
、
ふ
る
さ
と
創
生
大

学
に
お
い
て
、「
見
え
る
が
ん
治

療
薬
が
で
き
る
ま
で
」と
題
し
て
、

東
京
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ

ン
タ
ー
客
員
教
授
松
本
博
樹
先
生

に
よ
る
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

17
人
が
受
講
者
し
、
最
先
端
の
が

ん
治
療
技
術
と
医
薬
品
開
発
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

11
月
17
日
、
第
36
回
市
町
村
対

抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会

が
、
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島
県

庁
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す
る
16
区

間
、
96
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
広
野
町

チ
ー
ム
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
さ
れ
無
事
完
走
し
、
総
合
成

績
に
お
い
て
は
52
チ
ー
ム
中
22

位
、
町
の
部
に
お
い
て
は
28
チ
ー

ム
中
８
位
と
な
り
、
町
の
部
に
お

い
て
６
年
連
続
、
７
度
目
の
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

11
月
29
日
、
ふ
る
さ
と
創
生
大

学
に
お
い
て
、「
高
倉
城
の
時
代
」

と
題
し
て
、
広
野
町
教
育
委
員
会

学
芸
員
よ
る
講
義
を
実
施
し
ま
し

た
。
25
人
の
受
講
者
の
も
と
、
高

倉
城
の
歴
史
背
景
と
城
跡
の
構
造

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
翌
日

に
は
高
倉
山
遊
歩
道
に
お
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま

し
た
。

12
月
８
日
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
が
開

催
さ
れ
、
２
０
１
１
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝

を
果
た
し
た
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
女

子
代
表
の
宮
間
選
手
、
鮫
島
選

手
、
岩
渕
選
手
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
と
し
て
迎
え
、
全
国
か
ら
参

加
し
た
約
１
，
６
５
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
、
津
波
の
被
害
か
ら
復
旧

し
た
沿
岸
部
を
駆
け
抜
け
、
福
島

の
復
興
の
歩
み
を
確
か
め
て
い
ま

し
た
。
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
は
、
震
災
後
の
交
流
人
口

の
拡
大
や
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る

「
復
興
マ
ラ
ソ
ン
」
と
し
て
誕
生

し
て
以
降
、
今
年
で
５
回
目
と
な

り
、
沿
道
で
は
今
年
も
多
く
の
町

民
が
ラ
ン
ナ
ー
に
拍
手
や
声
援
を

送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ン
ナ
ー

は
ゴ
ー
ル
後
に
広
野
町
が
用
意
し

た
振
る
舞
い
料
理
の
豚
汁
を
食

べ
、
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し

た
。

令和６年第４回広野町議会定例会議案
議案

第67号
広野町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例

議案
第68号

町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例

議案
第69号

職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例

議案
第70号

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例

議案
第71号

工事請負契約の締結について
（広野町ラジオ受信障害対策基地局等設置工事）

議案
第72号 令和６年度広野町一般会計補正予算（第６号）

議案
第73号

令和６年度広野町国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）　 

議案
第74号

令和６年度広野町介護保険特別会計補正予算
（第３号）

議案
第75号

令和６年度広野町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号） 

議案
第76号

令和６年度広野町下水道事業会計補正予算
（第１号）



102025.1 2025.1 広報ひろの 広報ひろの 

まちの話題まちの話題まちの話題

↑実行委員に委嘱された委員の皆さん

巨木を語ろう全国フォーラム
福島・広野大会 実行委員会を開催

令和７年５月に開催される「第36回巨木を語ろう全
国フォーラム福島・広野大会」に向けた実行委員会が
11月28日（木）、町役場で開催されました。当日は実
行委員への委嘱状交付と初回の実行委員会を行い、一
丸となって大会の成功を目指すことを誓いました。遠
藤町長が委員一人ひとりに委嘱状を手渡し、「広野町
の美しい郷土を存分に感じてもらえる催しとなるよう
ご協力をお願いします。」と挨拶しました。本フォーラ
ムは森林の大切さや巨木の魅力を全国に発信し、環境
保全をPRするイベントで、広野町での開催は令和７年
５月17、18日の２日間を予定しています。

↑表敬訪問に訪れた未来学園の生徒とマルト商事の皆さん

ふたば未来学園・㈱マルト商事との
スイーツ共同開発表敬訪問

ふたば未来学園と(株)マルト商事による、広野町産
みかんを使用したスイーツの共同開発に係る表敬訪問
が12月20日（金）、町役場で行われました。この取り
組みは、ふたば未来学園高校１年生の室井郁さんと山
本樹さんが、マルト商事の協力の下、総合的な探求活
動の一環として、広野町産みかんの魅力発信を目的に
スイーツ開発を行ったものです。生徒たちは試行錯誤
を重ねながら、新たに３種類のスイーツ（蒸しパン、
ワッフル、クレープ）を完成させ、12月22日（日）
にマルトSC平尼子店で販売会が行われました。

↑練習の成果を精一杯披露する園児たち

広野こども園発表会

広野こども園の園児による発表会が12月７日（土）、
広野こども園で行われ、０歳児から５歳児までの園児
たち約90人が出席し、劇や遊戯、歌など日々の練習の
成果を発表しました。当日は、宍戸園長、遠藤町長か
ら挨拶があり、さくら組の園児たちによるはじめのこ
とばで発表会が開会しました。はじめは緊張していた
園児たちも、発表会が始まると可愛い衣装に身を包み、
日頃の練習の成果を発揮し、劇や遊戯、歌などを精一
杯披露しました。来場した保護者の皆さんは子どもた
ちの立派な姿に成長を感じ、温かい声援を送っていま
した。

↑大串経産副大臣（左）に要望書を渡した遠藤町長と渡邉議長

大串経済産業副大臣が就任挨拶

大串正樹経済産業副大臣（原子力災害現地対策本部
長）が12月６日（金）、就任後初めて広野町を訪れ、
町役場で遠藤町長らと面会しました。就任挨拶で大串
副大臣は「福島の復興ならびに福島第一原子力発電所
の安全かつ着実な廃炉は、経済産業省における最重要
課題です。福島の復興を必ず果たすという強い決意の
下に取り組んでいきます。」と挨拶しました。遠藤町
長と渡邉議長は、大串副大臣に要望書を手渡し、令和
７年度までの第２期復興・創生期間後の安定した財源
確保、新たな課題への支援、自立・帰還支援雇用創出
企業立地補助金の継続などを求めました。
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↑みかん狩りを楽しんだ園児たち

広野こども園みかん狩り

広野こども園の園児によるみかん狩りが11月19日
（火）、みかんの丘で行われました。当日は３歳児から
５歳児までの55人の園児が参加し、みかん狩りを楽し
みました。子どもたちは「大きいのが採れた」と笑顔
を浮かべ、収穫したみかんを頬張りながら「すっぱい
けど美味しい」と歓声を上げていました。今年はみか
んが不作のため、町民向けのみかん狩りは中止となり
ましたが、参加した子どもたちは大きく実った冬の味
覚を満喫することができました。町は今後も「東北に
春を告げるまち」をキャッチフレーズに、温暖な気候
を全国にPRしていきます。

↑締結式に出席した岡本社長（左）と遠藤町長（右）

㈱ルネサンスとの福祉・健康施策の
推進に関する協定締結式

広野町と(株)ルネサンスとの福祉及び健康施策の推
進に関する協定締結式が12月25日（水）、町役場で行
われました。締結式には、(株)ルネサンスの岡本利治
代表取締役社長執行役員と遠藤町長らが出席し、岡本
社長と遠藤町長が協定書に署名しました。町は健康づ
くり・福祉・介護事業のノウハウと実績を有する(株)
ルネサンスと連携することで、福祉及び健康施策の推
進を図り、健康寿命の改善目標の達成に向け、高齢者
をはじめとする地域人材の活躍、住民の運動促進など
に取り組み、地域のつながりや交流、助け合いの輪の
拡大を図っていきます。

↑放水訓練を行う町消防団

広野町消防団 つなぎ放水訓練を実施

広野町消防団によるつなぎ放水訓練が11月24日
（日）、ひろの防災緑地において行われました。今回の
訓練は、防災緑地での林野火災を想定し、自然水利を
活用した中継送水訓練を実施しました。当日は消防団
約60人が参加し、1.6㎞の道に沿って消防車両13台
をホースでつないで放水を行いました。訓練では(株)
大和田測量設計による火元を確認できるドローンの実
演も行われました。訓練を通して、消防団の迅速な行
動、確実な機械器具の操作方法を確認し、火災および
各種災害への有事即応体制の確立と住民の火災予防意
識の高揚を図りました。

↑子ども議会の様子

広野町子ども議会を開催

広野町こども議会が12月18日(水)、広野町役場議
場で開催されました。広野中学校３年A組・B組の生
徒各６人、合計12人が午前と午後に分かれ、議長、議
員となり、遠藤町長ら町執行部に対して質疑などを行
いました。生徒たちは、渡邉議長、議会事務局の職員
から議会および一般質問の進め方などの説明を聞いた
後、日常生活で感じる町の課題やふるさとの未来につ
いて質問をし、遠藤町長や各課の課長等から質問に対
する答弁がありました。町は子ども議会で出された夢
のある幅広い意見や要望を参考に、町政伸展につなげ
ていきます。
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町･県民税の申告
　広野町役場庁舎での確定申告の受付は、令和７年２月17日（月）から３月17日（月）までと
なりますので、申告に必要な書類をそろえ、期限内に申告するようにしましょう。
　申告をしなければ、所得証明書などの交付ができなくなりますので、収入がない方も忘れず
に申告をしてください。
 問  広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

申告相談会場および受付期間

申告が必要な方

忘れずに申告を

◆申告相談会および受付期間
会場：広野町役場旧庁舎１階　児童図書室
期間：令和７年２月17日（月）〜３月17日（月）※土日を除く
時間：午前の部　午前９時〜正午
　　　　　　　　（※受付　午前８時30分〜午前11時30分）
　　　午後の部　午後１時〜午後４時
　　　　　　　　（※受付　午後１時〜午後３時30分）
※混雑状況によっては、待ち時間も含め時間を要することが予想されますので、
　時間に余裕をもってお越しください。
※確定申告の手続きは、避難先の最寄の税務署でも行うことができます。

□ 事業所得（営業・農業）、不動産所得、雑所得（公的年金以外）、一時所得などがある方
□ 東京電力㈱から「就労不能損害の賠償」、「営業損害（営業・農業・不動産）の賠償」を受けた方
□ 給与所得者で、1年間の収入金額が2,000万円を超える方
□ 給与所得者で、2か所以上から給与の支払いを受けている方
□ 給与所得者で、年の途中で会社を退職し、就職先の会社で年末調整を受けなかった方
□ 年金所得者で、生命保険料控除や地震保険料控除など、各種控除の適用を受ける方
□ 雑損控除、医療費控除、寄附金控除や住宅借入金など特別控除（初年分のみ）などの適用を受ける方
□ 土地や建物などの資産を売却したことによる収入のあった方
□ 前年分以前からの損失（純損失・雑損失・譲渡損失）の繰越分を翌年分以降に持ち越す場合
※上記以外にも申告が必要になる、もしくは申告することによって所得税が還付になるケースもあります。
　詳しくは、税務署へお問い合わせください。

　申告をしないと以下の手続きなどに必要な「所得証明書」などが交付できなくなりますので、
収入がない方も忘れずに申告をしてください。

※国民健康保険者は、申告をしなければ高額療養費の自己負担限度額が上位所得者とみなされます。
※国保税の軽減該当世帯でも、申告しなければ国保税が軽減されません。（後期高齢者医療制度加入者も同様）

□ 公営住宅の入居
□ 保育所の入所
□ 幼稚園の就園奨励費助成

□ 国民年金の免除申請
□ 介護保険料の算定
□ 扶養の申請

□ 奨学資金の申請
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申告の際に必要なもの
①申告者本人名義の通帳など、還付金の振込先口座が分かるもの（還付申告の場合のみ）
②所得、控除の計算に必要となる書類（主なものは下の表を参照）

区　　分 必 要 書 類 備　　考

給与所得のある方 給与所得の源泉徴収票 必ず原本を持参してください。
（コピー不可）

公的年金を受給している方 公的年金などの源泉徴収票 必ず原本を持参してください。
（コピー不可）

事業所得（営業・農業）の
ある方 収支計算書など（収入金額や必

要経費の内訳が分かるもの）

東京電力㈱からの「営業損害の賠償」
がある場合は、その明細書も持参し
てください。不動産所得のある方

配当所得、株式の譲渡所得
の申告をする方

上場株式配当などの支払通知書、
特定口座年間取引報告書など －

東京電力㈱からの就労不能
の補償のある方 就労不能明細書など 明細書を紛失した方は、事前に東京

電力㈱から再発行を受けてください。

雑損控除を受ける方 災害などに関連してやむを得な
い支出をした金額に係る領収書 －

医療費控除を受ける方 医療費の領収書 病院別、個人別にまとめて計算して
きてください。

社会保険料控除を受ける方 支払額の証明書または領収書
給与所得者が会社の年末調整で控除
の適用を受けた場合は不要です。生命保険料控除を受ける方

支払額の証明書
地震保険料控除を受ける方

寄附金控除を受ける方 寄附金の受領証 など 寄附した団体から交付を受けたもの。

障害者控除を受ける方 障害者手帳
障害者控除対象者認定書

要支援の要介護認定を受けている方
は、ある一定の要件を満たした場合、
町の健康福祉課で障害者控除対象認
定書の交付を受けることができます。

住宅借入金など特別控除を
受ける方（初年分のみ）

・家屋、土地の登記事項証明書
・ 請負契約書または売買契約書

の写し
・住民票の写し
・ 住宅取得資金に係る借入金の

年末残高証明書

長期優良住宅の特例を適用する場合
は、・長期優良住宅建築等計画の認定
証の写し・住宅用家屋証明書もしく
はその写しまたは認定長期優良住宅
建築証明書が必要です。

純損失、雑損失、譲渡損失
について前年分以前からの
繰越控除がある方

損失を申告した年分以降の申告
書の控え －

※ 上の表は、申告の際によくあるケースについて必要書類をまとめたものです。その他の所得、控除に
係る必要書類など、詳細については税務署へお問い合わせください。
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　この度、広野産特別栽培米コシヒカリの名称を新たにしたブランド米「とんぼのめがね米」
が誕生しました。
　自然豊かな里山のある情景から生まれた童謡「とんぼのめがね」、その舞台となった広野町
の米農家のみなさんが、豊かな土壌と清らかな水で、農薬や化学肥料を抑え、丹精込めて育
てた特別栽培米コシヒカリを「とんぼのめがね米」と名付けました。この町で生まれる米の
格別の味と品質を誇る特産品です。町内では現在25軒の米農家さんがとんぼのめがね米を生
産しています。
　とんぼのめがね米は、コシヒカリ本来の炊き上がりのツヤと香りがあり、食味はコシのあ
る粘りと旨みが美味しく感じられます。
　町では、この新たなブランド米を、豊かな自然環境を守り、受け継ぐ思いを込めた新たな
特産品としてこれからPRしていきます。

※ 特別栽培米とは、農林水産省の「特別栽培農産物に係る表示ガイドライン」に沿って栽培されたお米で、一般的な
栽培方法から化学合成農薬の使用回数および化学肥料の窒素成分量が50％以下で作られたお米のことです。

広野町の新たな特産品(ブランド米)

とんぼのめがね米

問  広野町　産業振興課　☎0240ｰ27ｰ4163

広野産特別栽培
コシヒカリ
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Information　健康福祉課

原子力災害被災地域における医療・介護保険料など
減免措置に係る令和６年度以降の取扱い
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災および
福島第一原子力発電所事故に伴う医療・介護保険など
の一部負担金や保険料（税）の免除措置について、一
定以上の所得者を除き継続されております。
　減免措置の見直しについては、令和３年３月９日に
閣議決定された「「第２期復興・創生期間」以降にお
ける東日本大震災からの復興の基本方針」において、

「被保険者間の公平性などの観点から、避難指示解除
の状況も踏まえ、適切な周知期間を設けつつ、激変緩
和措置を講じながら、適切に見直しを行う」こととさ
れております。
　この閣議決定を踏まえた国からの令和４年４月８
日付け通知に基づき、令和６年度以降の取扱いは右の
とおりとなります。

■�平成23年３月11日時点で広野町に住民票があった
方（または世帯）（※）

※平成26年度までに避難指示などが解除された地域
　・ 国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の
　　保険料（税）
　　　令和４年度まで・・・全額減免
　　　令和５年度　　・・・１／２減免
　　　令和６年度以降・・・減免終了
　・ 国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の
　　一部負担金（利用者負担）
　　　令和７年３月末まで　・・・免除継続
　　　令和７年４月１日以降・・・免除終了
　平成23年３月11日時点で平成27年度以降に避難
指示などが解除された地域に住民票があった方は、減
免措置の終了時期が上記とは異なります。詳しくは、
平成23年３月11日時点で住民票のあった自治体へお
問合せください。
問  広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

Information　復興企画課

今年は５年に一度の「国勢調査」が行われます！
　国勢調査は、日本国内の人口・世帯の実態を明らか
にすることを目的として、９月下旬に調査票を配布
し、10月１日現在日本国内に住んでいるすべての人
と世帯を対象に調査します。
　調査結果は、さまざまな行政施策の基礎データや研
究・教育活動など皆さんの生活の幅広い分野で利用さ
れます。
　回答方法は、インターネット回答と郵送回答があり、

スマホやパソコンから24時間いつでも回答ができる
インターネット回答がかんたん便利ですので、ぜひご
利用ください。
　また、調査の実施にあたり、調査員として従事して
くださる方を募集しています。調査の開始前には説明
会を開催しますので、未経験の方でもご応募お待ちし
ております。
　詳しくは下記問い合わせ先までご連絡ください。
問  広野町　復興企画課　☎0240ｰ27ｰ1251

Information　町民税務課

国民健康保険税は1月31日が納期限です
　国民健康保険税（７期）の納期限は、次のとおりです。
■納 期 限　令和７年１月31日（金）
■納付場所　①あぶくま信用金庫　本・支店
　　　　　　②福島さくら農業協同組合　本・支店
　　　　　　③東邦銀行　本・支店
　　　　　　④いわき信用組合　本・支店
　　　　　　⑤ゆうちょ銀行　東北６県の各支店
　　　　　　⑥福島銀行　本・支店
　　　　　　⑦大東銀行　本・支店

　　　　　　　⑧広野町役場　出納室
　　　　　　　⑨コンビニエンスストア
■口座振替日　あぶくま信用金庫
　　　　　　　令和７年１月31日（金）
　　　　　　　その他の金融機関
　　　　　　　令和７年１月29日（水）
　　　　　　　※ 口座振替については、振替日前に口

座残高のご確認をお願いします。
問  広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160
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Information　こども家庭課

児童手当の医療保険の加入関係（被用者、非被用者）の
確認方法について
　児童手当の申請をする際は健康保険証の提示が必
要でしたが、令和６年12月２日より、マイナ保険証
の移行にあたり、健康保険証の新規発行が終了となり
ました。
　これに伴い、マイナンバーカードの券面情報だけで
は加入保険を確認することはできないため、児童手当
を申請される方や加入保険を変更される方につきま
しては、次のいずれかの方法で確認いたします。

・ 医療保険の保険者から交付された「資格情報のお知
らせ」または「資格確認書」の写し

・ マイナポータルからダウンロードした「資格情報画
面」などの写し

※ 令和６年12月１日時点で発行されている現行の健
康保険証については、最大で１年間使用することが
可能です。

問  広野町　こども家庭課　☎0240ｰ27ｰ2115

Information　富岡土木事務所

富岡土木事務所からのお知らせ
［クロマツの間伐を行っています］
　11月10日にひろの防災緑地サポーターズクラブの
皆さまと共にクロマツの間伐作業を行いました。
　間伐をすることで、光が地表に届くようになり、地
表植物が発達することや樹木の過密状態を解消する
など森林を健康的に保つように定期的に作業してい
ます。
　また１月19日（日）に剪定、１月21日（火）には
園内のゴミ拾いを午前９時より予定していますので、
皆さまの参加をお待ちしております。（雨天時は中止）
　なお、当クラブは随時メンバーの加入を受け付けて
いますので、希望の方は事務局（富岡土木事務所）ま
でお問い合わせください。
問  富岡土木事務所　業務課　☎0240ｰ23ｰ5558

広野町ホームページで情報を
いち早くお伝えします！
　広野町から「お知らせ」や「まちの
話題」、「イベント」などの情報をいち
早くお伝えしています。ぜひご確認く
ださい。

「広野町」を検索

ひろのどこでもe-Booksを
ご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」
や「広野町ガイドブック」、「議会だよ
り」、「東日本大震災の記録」などをパ
ソコンやタブレット端末で見ることが
できます。

「ひろのどこでもｰ
Books」を検索
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Information　相馬税務署

相馬税務署からのお知らせ
１ 　 ご自宅からスマホでスマートな確定申告して

みませんか？
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
を利用すれば、ご自身のスマートフォン・タブレット
などで、ご自宅から所得税の確定申告ができます。

◎  入力画面が大幅にリニューアルされ見やすくな
りました!!

◎  青色申告決算書や収支内訳書の作成も入力可
能!!

◎  ご自宅からe-Taxで24時間申告することができ
ます！

■申告に必要なもの
　〇マイナンバーカード
　〇マイナンバーカード読取対応のスマートフォン
　〇マイナンバーカードのパスワード２つ
　　①署名用電子証明書（英数字６〜16文字）　　　　　　
　　②利用者証明用電子証明書（数字４桁）
■操作方法のご案内
　 　確定申告書等作成コーナーの操作方法など動画

でご案内しております。

　　　　　　
２　 令和６年分の所得税などの確定申告書作成会

場について
　令和６年分の所得税（および復興特別所得税）、消
費税（および地方消費税）および贈与税の確定申告期
における申告書作成会場は、次のとおり開設する予定
です。

■開設場所　『相馬市振興ビル６階』　
　　　　　　相馬市中村字塚ノ町65ｰ16
■開設期間　令和７年２月17日（月）～３月17日（月）
　　　　　　《土・日・祝日を除く》
■受付時間　午前９時〜午後４時

※ 申告書作成会場では、原則としてご自身のスマート
フォンやタブレットを操作して確定申告書を作成し
ます。マイナンバーカード（暗証番号：数字４桁、
英数字６〜16桁）も忘れずにお持ちください。

※ スマートフォンやタブレットでの確定申告書作成
は、マイナポータルとの連携でスムーズに申告書作
成できますので、来場前にマイナポータルのインス
トールなど事前準備の上、ご来場ください。

※ 会場への入場には「入場整理券」が必要です。「入
場整理券」は、LINEを通じたオンラインによる事
前発行が可能です。会場でも当日券は配布します（配
付状況に応じて、後日の来場をお願いすることもあ
ります。）。

※ 開設期間中は、税務署内での申告書作成相談を行っ
ておりません。

※ 会場の駐車台数には限りがありますので、公共交通
機関などをご利用ください。

※ 書面での申告書提出は、郵送でお願いします（申告
書作成会場では受け付けておりませんので、持参す
る方は税務署へ提出をお願いします。）。
　なお、令和７年１月から、申告書などの控えに収
受日付印の押なつを行っておりません。書面での申
告書などの提出（郵送）の際は、申告書などの正本

（提出用）のみ提出（郵送）して下さい。
問  相馬税務署　☎0244ｰ36ｰ3111（代表）

担当：個人課税部門

確定申告書等作成コーナー 動画で見る確定申告

Information　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　福島廃炉安全工学研究所

令和６年度 原子力機構 福島廃炉安全工学研究所
成果報告会のご案内
　原子力機構は、福島廃炉安全工学研究所における福
島第一原子力発電所の廃炉および福島県内の環境回
復に向けた研究開発の活動で得られた成果について、
以下のとおり報告会を開催いたします。
■開催日時　令和７年１月31日（金）　
　　　　　　午前10時〜午後４時50分（予定）
■開催場所　いわき芸術文化交流館アリオス
　　　　　　中劇場

■開催方式　ハイブリッド開催
　　　　　　（ご来場およびオンライン）※入場無料
■申込方法　 ＱＲコードから申込フォーム
　にアクセスし、必要事項を入力後、お申
　し込みください。
問   国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　福島

廃炉安全工学研究所　運営管理部　総務課
☎0246ｰ35ｰ7650　FAX：0246ｰ24ｰ4031
E-mail：fukushima-hokokukai@jaea.go.jp
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Information　福島広域雇用促進支援協議会
厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
【求職者向け】「社会人基礎力セミナー」
【参加無料】
◎若者のモチベーションアップ！
　ベテラン世代の学び直し！
　NLPコミュニケーション（言葉と心の使い方・自
己変換ツール）を用い、柔軟性、傾聴力、状況把握力、
ストレスコントロールなどを見直し、採用面接や就職
後にも役立つ基礎力が学べます。
　やる気と行動力をグングン引き出すセミナーです。
■日　　時　２月６日（木）午後１時〜午後３時
■会　　場　ハローワーク富岡
■定　　員　６名（申込多数の場合は抽選）
■申込期日　２月５日（水）
※詳細はホームページをご覧ください。

職場体験実習　参加者大募集！
　応募する前にまずは体験したい方！仕事のブランク
があって就職活動に不安がある方！未経験の職種に
チャレンジしてみたい方！実際の職場で就業体験でき
るチャンスです！
　仕事の内容を知ると、働くイメージがわきます！是
非お気軽にお問合せください。　
※お申し込み随時受付中！　
■体験期間　１〜３日
■体 験 先　職場体験実習登録事業所
■参加方法　ホームページから申込
※詳細はホームページをご覧ください。

はたらっこ働きたいネット  検索

Information　環境防災課

犬の狂犬病予防ワクチンの接種は飼い主の義務です！
　狂犬病予防法で接種が定められており、怠った場合は20万円以下の罰金の対象になります。

問  広野町　環境防災課　☎0240ｰ27ｰ2114
公益社団法人福島県獣医師会　☎024ｰ522ｰ3921

犬の飼い主が守るべき３つの義務
①飼い犬の市町村への登録
②飼い犬に毎年１回の狂犬病予防接種
③鑑札・狂犬病予防注射済票の装着

問  福島広域雇用促進支援協議会 広野窓口 （広野町役場産業振興課内）
☎0240ｰ23ｰ5586  0240ｰ23ｰ5587
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令和６年度「県民健康調査」健康診査のご案内
福島県と福島県立医科大学では、県民の皆さまの健

康を見守り、将来にわたる健康増進につなげていくた
め、「県民健康調査」健康診査を実施しています。

このうち、16歳以上の方を対象とした県内の集団・
個別健診を令和７年１月から３月まで実施しています。

対象の方には、受診のご案内を令和６年12月に発
送しています。特定健診などでは通常行われない項目
の検査も実施でき、ご自身の健康状態を把握する貴重
な機会ですので、ぜひこの機会をご活用ください。健
診費用は無料です。

案内を紛失された場合には、お問合せ先までご連絡
ください。
■対象者

・ 平成23年３月11日から平成24年４月１日まで
に、避難区域などに指定された市町村などに住民
登録していた方

・ 令和６年４月１日時点で避難区域などに住民登録
していた方
　上のいずれかに該当する方で、令和７年４月１
日現在16歳以上かつ県内在住の方。

※ 本年度、すでに対象市町村の特定健康診査・総合健
診にて県民健康調査の追加項目を受診された方は、
今回の健診の対象外となります。

※ 県外にお住まいの方には県外健診のご案内をお送り
しております。県内で受診を希望される場合は、以
下のお問合せ先までご連絡ください。

■受診方法
　 　県内協力医療機関での個別健診、または県内公共

施設などでの集団健診のいずれかを選択して受診で
きます。

※注意事項
　受診する際は次の項目に気を付けてください。

・受診する前に体温測定をしましょう。
・ 体調不良や発熱などの風邪症状がある場合は受診

を控えましょう。
・マスクの着用を推奨します。

問  福島県立医科大学
放射線医学県民健康管理センター
☎024ｰ549ｰ5130

（年末年始を除く平日午前９時〜午後５時）
メール：kenkan@fmu.ac.jp

令和６年度「県民健康調査」こころの健康度・生活習慣に関する調査
ここから調査のお知らせ
　福島県立医科大学では、県民の皆さまの「こころ」
や「からだ」の健康状態をお伺いし、必要に応じて適
切なケアや支援を行うための調査を実施します。普段
の生活では気づきにくいご自身の「こころ」や「からだ」
の変化をチェックできる機会にもなりますので、積極
的なご回答をお願いします。
　なお、令和７年８月末までに回答をいただいた方に
は、結果通知書をお返しいたします。
　専門的な支援が必要と判断された場合には、公認心
理師、保健師、看護師などによる「ここから健康支援
チーム」からご連絡をさせていただきます。

■対 象 者
　令和６年４月１日現在住民登録のある方など
■調査票発送時期
　令和７年２月上旬より発送予定
■回答方法
　郵送での回答　随時
　 オンライン（スマホ・パソコン）での回答　４月末まで
問  福島県立医科大学　

放射線医学県民健康管理センター
☎024ｰ549ｰ5170
午前９時〜午後５時（土日祝・年末年始を除く）

掲載したい月の【前月上旬】までに、総務課 政策広報係（☎0240-27-2111）に申し込んでください。

※連続掲載の場合は
　さらにお安くします。

広報紙・ホームページ
広　告　募　集

■広報紙　１枠 / 5000円～

■ＨＰ　１カ月 / 5000円
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高齢者予防接種はお済みですか？
　町では次のとおりインフルエンザ・新型コロナウイ
ルス感染症ワクチン予防接種の費用の一部を公費負担
しています。
■対象者
　①65歳以上の方
　② 60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓又は呼吸

器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制
限される程度の障害を有する方およびヒト免疫不
全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとん
ど不可能な程度の障害を有する方

■接種期間
令和７年３月31日（月）まで
＊ 今年度は65歳未満のインフルエンザ・コロナワ

クチンの助成はありません。
＊ 接種を希望する医療機関へお問い合わせくださ

い。
問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

人間ドッグおよび脳ドッグ費用助成制度のご案内
 　疾病の予防・早期発見、早期治療および健康の保持増進を図ることを目的に、人間ドッグおよび脳ドッグの
受診費用を助成しています。

人間ドッグ 脳ドッグ

対 象 者 広野町に住所を有する35歳以上の方 広野町に住所を有する35歳以上の方
（過去３年に費用助成を受けていない方）

限度助成額

日帰りの場合…20,000円
宿泊を伴い、２日以上の場合…30,000円
※ 助成額に満たない場合は受診費用額とします。

また、助成は年度ごとに１回のみとなります。

検診費用の２分の１
※ 30,000円を超えた場合は30,000円としま

す。

※詳しくは保健センターまでお問い合わせください。
    問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

広野町骨髄移植ドナー補助金交付事業のご案内
　骨髄・末梢血幹細胞の提供を行う方（ドナー）は、
健康診断、自己血輸血のための採血または白血球を増
やす薬の注射、骨髄などの採取などのために通院や入
院、面談が必要であり、そのために仕事を休まなけれ
ばなりません。骨髄などの提供のための「ドナー休暇」
は多くの中小企業で導入されていないため、ドナーの
経済的または心理的・肉体的な負担などが理由で、骨
髄などの提供を断念される方が多くいらっしゃいま
す。

　ドナー休暇がない骨髄提供者の休業補償を行うこと
で、骨髄などの提供に係る経済的負担の軽減などを図
り、骨髄などの移植の推進に役立てることを目的とし
ています。
■対　　象　 骨髄などの提供を行った方（ただし、勤

務先でドナー休暇を取得した方を除く）
■補助内容　 骨髄などの提供に係る通院、入院または

面談の日数に２万円を乗じた額。
　　　　　　 １回の提供につき14万円（７日間）を

限度とします。
問  広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040
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入浴中の事故に要注意！
　１日の疲れを癒してくれるお風呂ですが、11月か
ら４月にかけての寒い季節には、入浴中に気を失い、
浴槽の中で溺れる事故が多くなります。原因の多くは、
急な温度差による血圧の急激な変化です。次の対策を
心がけましょう。
①入浴前に脱衣所や浴室を暖めておく
　 　脱衣所に暖房器具を設置したり、風呂の蓋は開け

てお湯をためたり、寒暖差を出来るだけ減らしま
しょう。

② 湯温は41度以下、お湯につかる時間は10分を目安に
　 　長時間の入浴は避け、かけ湯をしてからお風呂に

入りましょう。
③ 食後すぐの入浴や、飲酒後、医薬品服用後の入浴は

避ける
　 　特に高齢者は食後に血圧が下がりすぎることもあ

るため、食後すぐの入浴は危険です。飲酒によって
も一時的に血圧が下がります。飲酒後アルコールが
抜けるまでは入浴しないようにしましょう。

救急電話相談窓口のご案内
　「すぐに病院に行った方がよいか」や「救急車を呼
ぶべきか」悩んだり、ためらう時に、専門的な相談が
できます。
■福島県救急電話相談（♯7119）をご利用ください。

■ 15歳未満の方で夜間急に具合が悪くなったときは、
福島県こども救急電話相談（♯8000）をご利用く
ださい。

相談時間は
午後７時～翌朝８時まで

となります。

365日24時間、いつでも
症状に応じた専門的な

相談ができます。

♯７１１９ ♯８０００



保健センタートレーニングルーム利用のご案内
保健センターでは、以下のとおりトレーニングルームを開放しています。
体力作りや運動不足の解消などにぜひご利用ください。
●時　間　月～金曜日　午前９時～午後５時（※祝日・年末年始を除く）
　　　　　火曜日と木曜日のみ、午後８時まで利用可
●対　象　広野町民　　●料　金　無料
●持ち物　室内運動靴、タオル、水分など（保健センター内に自動販売機はありません）
●注　意　�・トレーニングルーム内では、水分補給以外の飲食は禁止です。・運動できる服装でお越しく

ださい。・ご利用の際は窓口で声をかけてください。・指導者や付添はいません。正しく使用し、
ケガや事故がないように注意ください。

問 �広野町　保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040

うちトレ
おうちで
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みなさんこんにちは(^^♪　今回はお尻周りのストレッチ・トレーニングのご紹介です。
ヒップアップによる効果として、お尻が引き締まり足長効果が得られるほかに、ウエストの引き締

めも期待できます。お尻の筋肉は上半身と下半身を繋ぐ重要な部位で骨盤ともつながっており、そこ
を鍛えることで刺激され体全体に良い影響があります。

その場でできるトレーニングとなっておりますので、寒い時期でもおうちの中でお気軽に行えま
す！ぜひお試しください！

お尻周りの
ストレッチ・トレーニング編

写真１

写真２

写真３

写真４

①お尻周りのストレッチ
【やり方】
１．写真１のように仰向けに寝ます。
２．写真２のように片膝を両手で抱えます。反対側の脚はまっすぐ伸ばします。
３．10秒程度キープします。
４．ゆっくりと戻し、逆の脚も行います。

【ポイント】
・無理のない範囲で行いましょう。
・呼吸を止めずに行いましょう。
※１セット５回程度とし、１〜３セットを目安に行いましょう。

②お尻周りのトレーニング
【やり方】
１．写真３のように肩幅より少し広めに足を開き膝を曲げて腰を落とします。
２．写真４のように体に対して真横へキックします。 
３．元に戻し逆側も行います。
４．左右交互に繰り返します。

【ポイント】
・無理のない範囲で行いましょう。
・大きく蹴り上げてお尻の筋肉を意識しましょう。
※１セット左右10回程度行いましょう。
※慣れてきたら回数・セット数を増やしていきましょう。
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● 作り方
①白菜は一口大のザク切り、しょうがは千切り、しい

たけは薄切りにする。
②鍋にごま油、しょうが、しいたけを入れて弱火で炒

め、香りが立ってきたら水を加えて沸騰させ、白菜、
鶏がらスープの素を加えて、具材がしんなりするま
で煮る。

③水溶き片栗粉をよく混ぜて、②に少しずつ加えとろ
みがついたら、溶き卵を糸状に流し入れ、沸騰した
ら火を止めて菜箸でそっと混ぜる。　　　
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会員募集のお知らせ
　広野町俳句会では、会員を募集しています。俳句に興味のある方大歓迎です。俳句を通して
みなさんと交流してみませんか。詳しくは、下の連絡先までお問い合わせください。
問  広野町俳句会　☎090ｰ7063ｰ1676

● 材料（２人分）
白菜…２枚（100ｇ）　　しょうが…１かけ（15ｇ）　　
しいたけ…２枚　　溶き卵…１個分　　水…400㎖
ごま油…小さじ２　　鶏がらスープの素…小さじ２
 水溶き片栗粉  （片栗粉…小さじ１　水…小さじ１）

しょうが香るとろとろ白菜と卵スープ
毎月17日は「減塩の日」
毎月19日は「食育の日」

エネルギー　94kcal　塩分　0.7ｇ
（１人分）

食改さん食改さんののおすすめレシピおすすめレシピ vol.34



 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■は休室日
開室時間：午前８時30分～午後５時15分

図書室休室日のお知らせ
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11月の貸出ランキング
１位　行った気になる世界遺産／鈴木　亮平
２位　クスノキの女神／東野　圭吾
３位　あきぞらさんぽ／えがしら　みちこ
４位　偉大なる、しゅららぼん／万城目　学
５位　どんぐりころちゃん／正高　もとこ

本の購入リクエスト・リサイクルについて
　図書室では、利用者から本の購入リクエストを受け付け
ております。
　寄贈本に関しては、広野町ゆかりの図書を収集します。
一般図書は可能な限り新刊本を収集します。
　詳しくはスタッフまでお尋ねください。

1 月 の 企 画 展 示
◆ 一　　般

【2025年1月4日〜1月31日】
ピックアップ作家：伊坂幸太郎

【2024年12月〜2025年７月】
福島県立図書館移動図書あづま号の本の入れ替え

◆ 児童図書
【2025年1月4日〜1月31日】
雪の本大集合!!絵本で寒い冬を乗り切ろう！
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て
皆
様
の
生
涯

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
や
絵
本
の
選
書
な
ど
も

お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　
図
書
で
お
困
り
の
際
は
お
気
軽
に
図

書
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
利
用
カ
ー
ド
の
登
録
は
い
つ
で
も
ど

な
た
で
も
そ
の
場
で
「
無
料
」
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
０
歳
か
ら
利
用
登
録
が
可
能
で
す
。

　
月
齢
に
あ
わ
せ
た
絵
本
も
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
図
書
ス

タ
ッ
フ
ま
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。

◇
１
月
分
の
新
着
図
書

※ 

冊
数
未
定(

到
着
状
況
が
遅
れ
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書
ス
タ
ッ
フ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　
１
月
の
新
着
図
書
の
展
開
は
１
月
15

日(

水)

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※ 

到
着
状
況
に
よ
り
遅
れ
が
で
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

１月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

２月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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ALTク
リステ

ィの

Christy

英語英語でであれこれ あれこれ 
第17回第17回

New Year, New Luck
Did you know that there are many superstitions and beliefs in 

the Philippines during New Year? Filipinos tend to follow some 
of these to ensure good fortune, prosperity, and health in the 
coming year. Here are some of the most common New Year 
superstitions observed in the Philippines:
1.  Jumping at midnight - It is believed that if you jump as high as 

you can at midnight, you will grow taller in the coming year. 
This superstition is often followed by children, but many 
adults also participate, hoping for good luck and prosperity.

2.  Wearing polka dots - Many Filipinos believe that wearing 
clothes with round shapes (like polka dots) on New Year's 
Eve will bring prosperity and wealth for the coming year. The 
idea is that the round shapes represent coins, which are a 
symbol of financial prosperity.

3.  Making noise - A popular superstition is making loud noises 
at midnight to drive away bad spirits and misfortune. This is 
usually done by setting off firecrackers, banging pots and 
pans, using horns, or playing loud music. The belief is that the 
noise will scare away evil spirits and bad luck, allowing for a 
fresh start in the new year.

4.  Eating Noodles - Eating noodles, especially long noodles like 
pancit, is a tradition on New Year's Eve. The long noodles 
symbolize long life, so eating them is believed to bring 
longevity and good health in the coming year.

5.  First Meal of the Year (Media Noche) - The "media noche" 
feast, held at midnight, is an essential part of Filipino New 
Year's celebrations. It's important that the food is abundant 
and varied to signify a year full of blessings. Specific dishes 
like lechon (roast pig), rice cakes, and sweets are often 
served for good fortune.
These are some of the superstitions and beliefs, but there's a 

lot to mention like, buying 12 round fruits, opening doors and 
windows, cleaning the house and cash in pockets or bags, 
avoiding sweeping, first visitor and crying, no borrowing or 
lending money, and more. These superstitions reflect the 
Filipino desire for a year filled with abundance, good health, 
happiness, and prosperity. While many observe these practices 
out of tradition and belief, they are also a way for families to 
come together, celebrate, and share hopes for the future. There 
are no studies to prove these beliefs, but there's nothing wrong 
with following or believing in them. How about in Japan? I'd 
love to learn more! 😊

新しい一年・新しい幸運
フィリピンの新年には多くの迷信や信じ

られていることがあることをご存知です
か？フィリピン人は、来年の幸運、繁栄、健
康を願い、これらの迷信を実践する傾向が
あります。フィリピンでよく見られる新年の
迷信などをいくつかご紹介します：
1.  真夜中にジャンプする－真夜中に思い切

りジャンプすると、その年は背が伸びる
と信じられています。この迷信によく従
うのは主に子供たちですが、幸運と繁栄
を願って多くの大人も参加します。

2.  水玉模様の服を着る－フィリピン人の多
くは、大晦日に水玉模様のような丸い模
様の服を着ると、新年に繁栄と富がもた
らされると信じています。丸い形は硬貨
を表し、金銭面の繁栄の象徴とされてい
ます。

3.  音を立てる－真夜中に大きな音を立て
ることで、悪霊や災いを追い払うという
広く知られている迷信があります。大抵
は爆竹を鳴らしたり、鍋やフライパンを
叩いたり、角笛を鳴らしたり、大音量の
音楽を演奏したりします。騒音により悪
霊と不運を追い払って、新年に新たなス
タートを切ることができると考えられて
います。

4.  麺類を食べる－大晦日に麺類、特にパン
シットのような長い麺を食べることが伝
統です。長い麺は長寿を象徴するので、
これを食べることで長寿と健康がもた
らされると信じられています。

5.  新年最初の食事（メディア・ノチェ）－「メ
ディア・ノチェ」のごちそうのもてなし
は、深夜に行われ、フィリピンの新年の
お祝いに欠かせないものです。祝福に
満ちた１年となるように、料理が豊富で
多様なのが重要となります。レチョン（焼
き豚）、お餅、お菓子などの特別な料理
が幸運を願って出されます。
これらは迷信や信じられていることの一

部に過ぎません。12個の丸い果物を買っ
たり、ドアや窓を開けたり、大掃除をしたり、
ポケットやバッグのお金を片づけたり、掃き
掃除や最初の来客を避けたり、泣かないこ
とだったり、お金の貸し借りをしなかったり
など、まだまだ多くのことがあります。

これらの迷信は、豊かさ、健康、幸福、繁
栄に満ちた一年への願いを反映していま
す。多くの人が伝統や信じられていること
に由来するこれらの慣習を守っています
が、これは家族が集まって、祝い、未来へ
の希望を分かち合う方法でもあります。こ
のような信じられていることを証明するよ
うな研究はありませんが、それに従うこと
や信じることは何も悪いことではありませ
ん。

日本ではどうでしょうか？もっと知り
たいです！ 😊
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広野暮らし相談窓口「りんくひろの」相談員の大森です。12月７日（土）に仙台市で開催
された未来ワークふくしま移住セミナー「私たちが福島12市町村を選んだ理由」編に、広野
町でカルチュラル・プラットフォーム「縁側の家」を主宰する高橋優子さんが登壇されました
のでご紹介させていただきます。

高橋さんは広野町出身で東京の大学在学中、卒業後に世界各国を回り、現在は東京にある団
体でメディア対応やアート・デザイン・建築・音楽などのプロジェクトを担当されています。
2016年に広野町でカルチュラル・プラットフォーム「縁側の家」の運営をはじめ、2019年
から毎週２泊３日で東京へ通う２拠点生活を送りながら、週末はサーファーとして趣味を楽し
む生活を送りつつ「縁側の家」の活動をされています。

未来ワークふくしま移住セミナーでは、上記のような生活を送りつつ、「縁側の家」で境界、
共有、身体を考える、アーティスト・イン・レジデンスのairバージョン「アーティスト・イン・
レジデンスインエアー（air in air）」の活動や、サーフコミュニティとして、インドネシアの
アチェを訪問したエピソードも紹介されていました。広野町での、のんびりした生活が気に入っ
ているお話もされていました。

高橋さんのような２拠点生活も新たな生活スタイルの一つですね。広野
町が移住先だけでなく、県外の方々が２拠点生活する場所としても選んで
いただけるとうれしいですね。高橋さんの活動内容は広野町移住定住ポー
タルサイト「移住者の声」に紹介されていますので是非ご覧ください。

広野暮らし相談窓口 “りんくひろの”レポート

「縁側の家」主宰者が未来ワーク
ふくしま移住セミナーに登壇しました

参加者との座談会

「縁側の家」活動紹介

パネルディスカッション

登壇する高橋さん

問  広野暮らし相談窓口りんくひろの　☎0240ｰ27ｰ1251

未来ワークふくしま移住セミナー登壇者　高橋優子さん

▲ 広野町移住定住
ポータルサイト

　「移住者の声」
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広野町振興公社紹介コーナー広野町振興公社紹介コーナー 第66弾

「復興の祈り『光』プロジェクト」開催中
　二ツ沼総合公園を光で彩る「復興の祈り『光』プロジェクト」が12月８日（日）から開催
されています。
　点灯期間は２月14日（金）まで、点灯時間は午後４時30分〜午後10時、園内には素敵な
ＢＧＭが流れています。
　ご家族ご友人お誘い合わせの上、暖かい格好でご来場ください。たくさんのご来場お待ちし
ています！

パークゴルフを始めてみませんか？
　11月３日（日）に「二ツ沼総合公園パークゴルフ場オープン記念大会」、11月24日(日)に

「二ツ沼総合公園杯チーム対抗戦」、12月15日（日）に「年忘れパークゴルフ大会」と３つの
大会を開催しました。
　そのほか、広野町パークゴルフ協会主催の「協会長杯」や岩手県葛巻町パークゴルフ協会と
の交流会を始め、ふたば未来学園高校の生徒さんたちの体験会や各種団体による大会が多数開
催されています。
　広野町振興公社が主催する大会は誰でも参加可能です。初心者でも大歓迎ですので、ご興味
ある方はぜひご参加ください。初心者向けに「パークゴルフ初心者サポート隊」のレクチャー
なども行っていますので、お気軽にご参加ください。

公式サイト 公式インスタ

園内の様子

芝生広場にはお立ち台を設置 野外ステージにはベンチを設置
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消防署からのお知らせ

火災と救急は
　 119番

浪江消防署☎0240ｰ34ｰ4111
葛尾出張所☎0240ｰ29ｰ2119
富岡消防署☎0240ｰ22ｰ2119

楢葉分署　☎0240ｰ25ｰ2119
川内出張所☎0240ｰ38ｰ2119

本年もより一層の「火の用心」を！
皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。

　この季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。
　県内でも住宅火災による死者が発生しています。
　大切な命、財産を守るため火の取扱いには十分注意してください。

暖房器具を使用する際には気をつけましょう！
使用する際のポイント！
　①暖房器具の近くに燃えやすい物を置かない。
　②必ず人がいる時のみ使用する。
　③暖房器具の消し忘れに注意する。

１月26日は「文化財防火デー」
　１月26日に、世界最古の木造建造物である法隆寺の金堂で火災が発
生したことをきっかけに、国民の文化財愛護に関する意識の高揚、防災
体制の確立を図るために制定されました。
　消防では、文化財関係者および地域住民と協力して、消防訓練を実施
しています。この機会に文化財愛護や防火について、今一度考えてみま
しょう。
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〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団問  

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

水道企業団からのお知らせ

１. 測定機関　 双葉地方水道企業団　　２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器　
３. 検査頻度　毎日　　４. 測定方法　水道水などの放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　令和６年11月１日～令和６年11月30日分（毎日採水、毎日検査）

採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
小滝平浄水場 大船水源（表流水） 不検出 不検出 不検出

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出
※ いずれの検体も、11月30日時点で放射性物質は不検出です。※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/

㎏）未満であることを示しています。※ 現在、広野町内の水道水は、小滝平浄水場および小山浄水場より給水しています。

《参考》検査日現在の目標値 （単位:Bq/kg）※ これまで暫定規制値が設定されていた
放射性ヨウ素については、 半減期が短
く、平成23年７月15日以降の検出報告
がないことから、 国の規制の対象から除
外されました。

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

－ 10

　気温が氷点下を下回ると、水道管や水道メーター
が凍結して破損する恐れがあります。水道管は毛布
などで包みビニールテープで固定し、メーターボッ
クス内には布切れなどを入れたビニール袋を詰める
など、早めの凍結防止準備をお願いします。

凍結防止の
お願い

水 道 修 理 当 番 表
業　者　名 令和７年１月 令和７年２月

北 陽 管 工 ㈲　0240-27-3419 ３日〜５日、20日〜26日 10日〜16日

㈲ 吉 田 鉄 工 所 　0240-27-3241 １日、６日〜12日、27日〜31日 １日・２日、17日〜23日

㈲山忠設備工業　0240-27-3311 ２日、13日〜19日 ３日〜９日、24日〜28日

　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は 「ごみと資源の分け方・出し方」 を確認し、 
指定ごみ袋に分別して、 収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。

日 土月 火 水 木 金

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

2 月February

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

広野町内ごみ収集カレンダー

日 土月 火 水 木 金

75 6

12

19

26 29 30 31

1 2 3

8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28

4

11

18

25

1 月January

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃・カン不燃・カン
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

広野こども園広野小学校

広 野中学 校 広 野 町 児 童 館

↑他校の生徒たちの前で堂々と発表する６年生

第11回ふるさと創造学サミット2024

「第11回ふるさと創造学サミット2024」がふたば未来学
園で開催されました。小学校からは６年生が参加し、探究学
習の成果を発表しました。サミットでは、児童たちは自分た
ちが調べ、考えたことを堂々と発表し、発表後には、双葉郡
の他校の生徒とグループに分かれ、互いの発表について意
見交換を行いました。異なる視点からの意見に触れること
で、子どもたちの学びはさらに深まったようで、このサミッ
トでの経験が、児童たちの今後の学習意欲を高め、ふるさと
への愛着を育むきっかけとなることを期待しています。

↑社会科の授業風景を熱心に参観される先生方

園小中連携授業研究会を実施

園小中連携授業研究会で１年生の国語と社会の授業
を公開し、幼稚園と小学校の先生方にも参観していた
だきました。授業後、活発な意見交換がされ、今後の
授業改善に向けた貴重なヒントを得ることができまし
た。全体会では、広野町教育委員会の指導主事から「主
体的・対話的で深い学び」について講話があり、子ど
もたちが自ら考え、学び合うことの大切さを改めて認
識する機会となりました。学校では、今後も園・小学
校との連携を深め、子どもたちの豊かな学びを育んで
いきたいと考えています。

↑お絵描きを楽しむ園児たち

なにをかこうかな～

１歳児クラスのたんぽぽ組さんが、クレヨンでお絵
かきちょうにそれぞれ思い思いに絵を描きました。な
ぐり描きやまる、ぐるぐるうずまきなどたくさん描け
るようになりました。これから、いろいろな色を使っ
て、想像豊かに表現していくのが楽しみですね。

↑起震車体験をする６年生の児童

児童館避難訓練を実施

11月28日（木）、地震の想定で避難訓練を行った後、
起震車に乗って、４〜６年生の希望者が震度７を体験
しました。縦に横にと揺れを変えながら子どもたちは
固定されたテーブルをしっかり握りしめて耐えていま
したが、体を前後に揺さぶられたり、机に頭をぶつけ
そうになったりと、初めて経験する大きな揺れに驚い
た様子でした。もしもの時には今回の貴重な経験を思
い出し、自分の身を守る行動ができると良いなと思い
ます。



31 2025.1 2025.1 広報ひろの 広報ひろの 

学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

ふたば未来学園生徒数　合計　　 579人
　中学校 180人　 高等学校 399人

園児･児童･生徒数 　合計　　 363人
　こども園　96人 小学校　141人 
　中学校　 126人  （うち児童館 59人）
　　　

R６.12.１現在

ふたば未来学園 JFAアカデミー福島

■営業時間について
一般のお客さまがご利用いただけるのは、
原則 月・水・金となっております。
学校行事などにより営業曜日や時間が
不規則となることがございます。

生徒が運営しているカフェです。
どうぞお気軽にお越しください！

詳細はふたば未来学園の
ホームページをご覧ください。

https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp

↑サミットへ向けたキックオフミーティングを開催

キックオフミーティングが開催されました

文部科学省委託事業「WWLコンソーシアム構築支
援事業」において、福島県の高校生が学びの共同体で
ある「ふくしまアドバンスト・ラーニング（AL）ゼ
ミ」を形成し、世界各地の高校生とともに世界共通の
課題である「災害や厄災をしなやかに乗り越える力」
をテーマに学校間を超えた「チーム協働探究」を行い
ます。令和７年度福島県WWL高校生国際サミット（仮
称）においては、「2026年の福島や世界の創りたい
未来」についての提言をします。

↑遠藤町長との交流を深めたアカデミー生

遠藤町長との夕食会

落合　哉太（17期生／中３）

12月18日（水）に遠藤町長が柊寮を来訪してくだ
さり、夕食会を実施しました。町民を代表して一緒に
食事ができたことを嬉しく思うとのお言葉をいただ
き、改めて町民の方々のサポートを受けているという
ことを実感しました。広野町で活動できていることに
誇りを持って今後も活動していきたいです。

　「げんキッズ」は、就学前のお子さんを対象
に、テーマ遊びや保護者同士で情報交換をす
る場で、保育士などによる育児相談なども行っ
ています。
　今月は第４水曜日の午前10時30分〜午前
11時30分です。皆さんの参加をお待ちして
います。問い合せ、申し込みはこども園です。
申込期限は前日の正午まで。正午以降になる
と参加できなくなります。　
開催日 会　場 内　容

1/22
（水）

広野こども園 冬の遊び
持ち物：帽子・着替え・水筒
問  広野こども園　☎0240ｰ27ｰ2345

げんキッズの

ご 案 内
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（住民基本台帳人口による） （住民基本台帳人口による） 
平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正により外国人住民についても集計しています。 
※町民居住者：町内における町民の居住者 ※滞在者：廃炉･復興関連事業従事者および他市町村からの避難者

人口人口とと世帯数世帯数 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 

防災行政無線電話応答サービス　☎0240-28-0120　※本サービスは、通話料のみ有料となります。

令和６年
11月30日現在

 町のすがた 

世 帯 数　2,273世帯（＋１）
住基人口　4,539人（＋２）
　（男）　　2,398人（＋２）
　（女）　　2,141人（±０）

 人のうごき 

転　入　　17人
転　出　　11人
出　生　　 １人
死　亡　　 ５人

 実質人口 

5,187人
（4,149人＋1,038人）
（町民居住者+滞在者）

あなたの写真が広報ひろのに載っていたら、総務課の窓口でお渡しできます。お気軽にお問い合わせください。

Ｊヴィレッジハーフマラソン2024Ｊヴィレッジハーフマラソン2024
　12月８日（日）、Ｊヴィレッジハーフマラソン2024が広野町と楢葉町の両町で開催されました。
全国から1,434人のランナーが参加し、地元の方々の声援を受けながら、太平洋を一望するロケー
ション最高の浜街道コースを駆け抜けました。大会ゲストとして、元サッカー日本女子代表の宮
間選手、鮫島選手、岩渕選手が参加し、スターターやプレゼンターを務めるなどイベントを盛り
上げていただきました。沿道からのたくさんのご声援ありがとうございました！

大会ゲストの元サッカー
日本女子代表の皆さん


